
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 25,668 25,720 25,668 25,720

事業費

の内訳

令和3年度決算

委託料：２４，９４８千円

令和4年度予算

委託料：２５，０００千円

人工 0.1 0.1 0.1 0.1

人件費 720 720 720 720

事業費 24,948 25,000 24,948 25,000

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律、札幌市障害者就労施設等からの優
先調達に関する要綱

他都市の状況

北海道では「共同受注システム(マッチング事業)」を平成20年４月から開始。
本事業はこの取組と連携しながら、札幌市内をきめ細かく対応していくこととしている。

実施結果

民間企業や官公庁などに対して当該事業の周知に努めた結果、受注件数・金額が年々増加している。Ｒ３年度の
実績は、アクションプラン２０１９におけるＲ４目標の受注成約件数（単年度）２，１００件と受注成約金額（単年度）２
０７，０００千円を上回っている。

事業実施における
工夫点

特になし

対象者 障がい者施設 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

障がい福祉施設等が行う清掃・印刷などの役務や封かんなどの軽作業について、民間企業等への営業活動や各
施設への受注調整等を行う。

長期

上記を通じて、障がい福祉施設への優先調達の推進や工賃向上を図る。アクションプラン２０１９では、受注成約
件数（単年度）と受注成約金額（単年度）が、Ｈ３０（当初）：１，４６０件、１７０，３９６千円に対し、Ｒ４（目標）：２，１０
０件、２０７，０００千円としている。

取組内容

①障がい者施設等で行っている役務サービス内容の分類整理
②民間企業に対する営業活動、受注後の業務振り分け、営業実績の分析
③民間企業等のニーズ把握、役務サービスの受注調整、サービスの質的レベルアップ
④受注状況調査を基にした各施設等へのアドバイス
⑤受注業務を共同で作業する場の設定等、各施設の協働、協力体制の整備
⑥施設等への発注につながる取組
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
障がい者施設において提供可能な役務サービスの状況や、企業や官公庁のニーズを把握し、適切にマッチ
ングすることにより、受注件数や受注金額は年々増大し、前年度実績を上回っているため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

受注件数や受注金額が年々増大し、更なる増加が見込めることから、民間企業や官公庁などのニーズの開
拓をより一層行うとともに、受注業務の質の向上・効率化を検討していく。

予算
事業内容の改善に向け、人的体制の充実、営業員の処遇改善を図る
必要がある。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

特になし。
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

特になし。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

札幌市内の約３００か所の障がい者施設において提供可能な役務サービスの情報を把握し、企
業や官公庁に営業を行うためには、双方の実情に精通した事業者に委託することが妥当である。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

Ｒ３年度の民間企業・官公庁などからの障がい者施設への受注金額は２８６，５７４千円となって
おり、委託料に対して約１１．５倍の効果が得られていることから、障がい者施設の安定的な運営
と障がい者の工賃向上に資するものと考えられる。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

民間企業や官公庁などに対して当該事業の周知に努めた結果、受注件数・金額が年々増加して
いる。Ｒ３年度の実績は、アクションプラン２０１９におけるＲ４目標の受注成約件数（単年度）２，１
００件と受注成約金額（単年度）２０７，０００千円を上回っている。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

障がい者施設において提供可能な役務サービスや、企業や官公庁のニーズを把握し、マッチング
を行うためには訪問等による営業活動が有効であり、必要な営業員が確保される委託内容となっ
ている。

項目 判定 理由

119千円/件 133千円/件 133千円/件

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

286,574千円 286,574千円

成果指標１

指標名 効率性指標（事業費を受注件数で除したもの）

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

119千円/件

2,148件

活動指標２

指標名 障がい者施設への受注金額（各年度）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

234,418千円 234,418千円

活動指標１

指標名 障がい者施設への受注件数（各年度）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

1,966件 1,966件見込 2,148件


